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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  １   

令和５年度施政方針より４つの課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

【質問要旨】 

令和５年度施政方針より、以下４つの課題についてお伺いします。 

 

（１）公金詐取事件を教訓とする風通しのよさとモラルを育む職場風土につ 

いて 

職場風土の改善は、市民の利益につながることに加え、大切な職員を守る

ことにもつながるという意識と具体的方策についてお伺いします。 

 

（２）パートナーシップ制度の展望について 

性的マイノリティーの方々のカップルを結婚に相当する関係として自治

体が証明書を交付する「パートナーシップ制度」に加え、「ファミリーシッ

プ制度」の導入によって一緒に暮らす子どもも含めて家族関係を証明するこ

とも想定いただきたく、全体像や見通しについて見解を伺います。 

 

（３）障がいへの理解促進×こども支援につながるインクルーシブ公園設置

への展望について 

障がいの有無にかかわらず誰でも参加できる運動会等のイベント開催に

続き、誰でも遊べるインクルーシブ公園設置について展望を伺います。 

 

（４）行政手続のデジタル化について 

デジタル化による質の高い行政サービスの提供による行政の効率化が掲

げられています。行政の効率化に加え、市民にとっても効率化につながる電

子申請サービス導入について見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ２－１   

第六次総合計画策定に寄せてシビックプライド醸成のための

視点から３つの課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

【質問要旨】 

 2025年からの10年間を想定した第六次総合計画の策定に向け、市民アンケー

トによる尾張旭市に対する愛着と誇りについても世代ごとに分析されていま

す。 

 指標として用いられている「シビックプライド」醸成のために、「こどもも

いち市民である」という発想も含め、以下３点御提案し見解を伺います。 

 

（１）尾張あさひ苑の市民割引対象者として小学生以下の「こども」にも適 

用することについて 

現状の割引制度は、１人１泊につき 

中学生以上60歳未満の方は1,000円 

60歳以上、障がい者、母子・父子家庭医療費受給者の方1,500円。 

小学生以下の市民割引制度を設け、「こども」も市民であり、「市民」に含

まれる存在として政策位置づけを明確にした制度設計を提案し、見解を伺い

ます。 

 

（２）まちの中にこどもたちの居場所を開放することについて 

60歳以上の方には市内14か所の老人いこいの家、子育て中の親子には市内

７か所の子育て支援センターがあり、18歳未満のこどもには市内９小学校区

に設置された児童館があります。 

法的には18歳未満のこども対象の児童館ですが、実態としては「遊ぶ場」

から「集う場」としての要素が増える10代のこどもたちには物足りない場所

となっている現状についての認識と、公共施設にオープンスペースを設け部

活動も廃止の方向にある10代のこどもたちの居場所の一案として校区拠点

づくりを提案し見解を伺います。 

 

（次頁につづく） 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ２－２   

第六次総合計画策定に寄せてシビックプライド醸成のための

視点から３つの課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３）市民プールの展望について 

公共施設の存在は市民生活と密接であり、その特徴を他市と比較し、市へ

の愛着と誇りにもつながっていると想像します。 

屋内型市民プールが多数を占める中で、屋外型市民プールを運営する尾張

旭市にとって、その課題と意義を整理し、課題を解決しつつブランディング

していくことで既存の施設満足度を上げていく方策について見解を伺いま

す。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ３   

「働く」を支える「家族の状況対応型」子育て支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

【質問要旨】 

「働く」を支えるための子育て環境として、保育園・放課後児童クラブ等が 

提供されています。 

それらを利用される家族には、親の働き方、職場からの距離、こどもの数や

年齢などの構成等、多様な要素によって多様な状況があります。 

 できる限り、家庭の状況に対応する形での支援環境を提供するために、以下

２点御提案し、見解を伺います。 

 

（１）きょうだい分離保育をゼロにすることについて 

  きょうだい分離保育が家庭に与える影響についての認識と、それを解消す

るための方策について見解を伺います。 

 

（２）放課後児童クラブのお迎え年齢の緩和と「きょうだいで下校」について 

働きながら子育てをする日常の中で「お迎え」は、保護者にとって「ひと

仕事」であり、安全にこどもと再会できるドラマチックな場面でもある一方

で、そこから始まる怒涛の家庭タイムを想像し、心の折れそうな場面の一つ

でもあると仮定し「お迎え」についての認識を伺います。 

 また、きょうだいの内、低学年のこどものみが児童クラブを利用していら

っしゃる場合の家庭状況を想定し、上の学年のきょうだいの下校に合わせた

帰宅ができる仕組みや、中学生のお迎えも可とするお迎え年齢の緩和等につ

いて、家庭の状況に応じた選択ができるように提案し見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ４－１   

学校教育の中にある無意識のバイアスへの気付きと対応につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

【質問要旨】 

 学校教育の中で、これまでの歴史や経緯の中で無意識下に存置されてきたと

思われるバイアスについて、以下４点の課題についての気付きと対応について

見解を伺います。 

併せて、市内９校区のどこに暮らしても保障される個人の尊厳に関わる案件

であると位置づける課題については「尾張旭基準」があってもよいと考え、 

それらを支える仕組みとして教育委員会と校長会の役割や関係性についても

伺います。 

 

（１）小学生の黄色い安全帽子の形と性別による割当て状況について 

就学前健診時に帽子のサイズを申告し入学式で配布されている黄色い安

全帽子について、学校によっては男女で形の異なる配布となっている現状に

は無意識のバイアスがあると考え、選択できるようにするなどの対応を求め

見解を伺います。 

また、黄色い安全帽子の意義や活用方法について、市内９校区の状況が異

なる背景や今後についても伺います。 

  

（２）同性医師による内科検診を保障する仕組みを整えることについて 

校医契約する医師の性別を男性・女性、双方配置することなど対応を求め

見解を伺います。 

 

（次頁につづく） 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ４－２   

学校教育の中にある無意識のバイアスへの気付きと対応につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３）新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後のマスク習慣への対応 

について 

いわゆる２類感染症相当時は、感染症対策とマスク着用によるコミュニケ

ーション形成リスクを比較して感染症対策が優先され、マスク着用を採用し

てきた状況でした。 

移行によってその優先順位が入れ替わり、マスク着用がより緩和され、季

節的には熱中症対策も鑑みたマスク着用判断へと状況が移行している中に

あり、「習慣」を転換させるには個人の力だけでは容易ではありません。 

個人の判断であるとして口出し無用との無意識のブレーキを発動するこ

となく、教育現場にあっては、判断したり考えたりするきっかけを、適切な

場面ごとに促すなど、認識と方策について伺います。 

 

（４）中学生の「荷物が重たい」×「学校が遠い」状況に心を寄せた打開策に 

ついて 

こどもたちの声から受け取る「中学校が遠い」ことの負担感は、「荷物が

重たい」ことによって相乗されていると思い至りました。 

 政治には時間がかかります。この現状を１㎜、１gでも動かすために、今、

課題の背景にある問題を整理し、「現状やむなし」という無意識のバイアス

から一歩を踏み出すべく以下の論点を提起し伺います。 

 

（次頁につづく） 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№  ４－３   

学校教育の中にある無意識のバイアスへの気付きと対応につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

ア 通学距離への気付きと対応について 

地方自治は独自性を発揮するところに意味があり、通学距離には国基

準の一律の数字ではなく、坂道の状況など地形や道路の舗装状況等、地

域特性も考慮に入れる眼差しが必要だと考えます。 

 また、通学区域の線引きに、距離以外の要素が働いていることも歴史

的経緯を尊重した上で、理解できます。 

 それらを考慮した上で、例えば本地原小学校の小中一貫校化や、３中

学の中でも通学距離に負担感のある地域への自転車通学可能区域拡大、

または、スクールバスルートの設置等、現状維持を超えるための方策に

ついて見解を伺います。 

 

イ 重たい荷物への気付きと対応について 

置き勉と呼ばれる「教科書等を学校に置いて帰る」環境のためにロッカ

ーを大きくするなど、環境整備に配慮が伺える一方で、宿題やテスト勉強

など必要に迫られて、日常的に重たい荷物を背負って登下校している中学

生の様子について、毎朝、「今日はどのくらい重たいか」を確認したり、教

科書を２セット購入しようかと検討したり、等々、荷物の重さを何とかす

るべく保護者の心配が伺える実情やアイデアが届きます。 

 また、背中の重たさに抗うべくうつむき加減の姿勢で登下校する様子を

目にしたり、こどもたちからも、「心が折れそうになる」というつぶやきが

届いたりする度に、教材そのものを減らす工夫や、持ち帰るボリュームを

コントロールするための運用など、１ℊでも減らすためにできることがな

いかについて思いを巡らせます。 

タブレットも加えた教材等に加え、部活動で使用する道具、着替え、大

容量の水筒等、多様な組み合わせによる「重たい荷物」を日々背負う現状

への認識と対応策について見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


